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宝木
校区

人
推
協
だ
よ
り

人
権
に
つ
い
て

も
っ
と
学
習
を

同
和
教
育
か
ら
人
権
啓
発
へ

会
長

岡
田

寿
晃

五
月
三
十
日
（
土
）
酒
津
地
区
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た
総
会
で
、
規
約

が
中
心
的
な
議
題
と
な
り
ま
し
た
。

国
、
県
、
市
が
揃
っ
て
人
権
と
い
う

大
き
な
枠
の
中
に
同
和
も
入
れ
る
こ

と
を
行
政
の
方
針
と
し
て
打
ち
出
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
に
逆
ら
う

立
場
に
な
い
私
た
ち
は
十
五
年
間
続

い
た
同
和
教
育
を
人
権
啓
発
と
い
う

名
称
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
問
題
点
が
今
年
に
な
っ

て
出
て
き
ま
し
た
。
小
、
中
学
校
の

校
長
か
ら｢

会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
か

ら
、
学
校
を
外
し
て
も
ら
い
た
い｣

こ
れ
は
協
議
で
は
な
く
通
告
で
あ
る

と
い
う
意
味
に
受
け
取
り
ま
し
た
。

な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
に
な
る
の
か
納
得

で
き
な
い
ま
ま
総
会
で
発
言
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
宝
木
校
区
だ
け
の
こ
と

で
は
な
く
、
鳥
取
市
全
体
の
問
題
で

あ
る
と
思
い
、
私
た
ち
の
親
団
体
で

あ
る
連
合
会
へ

宝
木
、
浜
村
人
推
協

の
連
名
で
出
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
最
も
重
要
な
事
業
と

し
て
、
小
地
域
懇
談
会
を
盛
会
に
す

る
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
二
年
前

か
ら
話
し
合
い
の
資
料
に
男
女
差
別
、

障
害
者
差
別
を
と
り
上
げ
、
同
和
差

別
か
ら
離
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
ど

の
領
域
を
と
り
上
げ
る
か
は
、
四
名

の
推
進
員
の
今
後
の
研
修
で
決
め
ま

す
。
部
落
選
出
の
幹
事
と
い
う
役
員

の
動
員
力
に
す
が
る
し
か
方
法
が
な

い
の
で
す
が
、
役
員
の
総
力
を
あ
げ

て
執
行
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
校
区

民
の
皆
さ
ま
の
出
席
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

会
長

岡
田

寿
晃

憲
法
に
基
本
的
な
人
権
の
尊
重
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
低
線
す

ら
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
人
な

ら
す
べ
て
の
領
域
で
選
択
す
る
自
由

が
保
障
さ
れ
、
平
等
に
扱
わ
れ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
同
和
・
障
害
者
・

男
女
・
児
童
・
民
族
・
い
じ
め
等
々

あ
げ
れ
ば
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
度
は
障
害
者
問
題
に
焦
点
を

あ
て
た
形
で
研
修
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
人
権
と
い
う
広
範
囲
の
中
で

は
同
和
一
本
に
絞
れ
な
く
な
り
、
役

員
は
研
修
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
人

権
を
も
っ
と
も
っ
と
学
習
し
て
い
か

な
い
と
民
主
主
義
の
世
の
中
が
く
ず

れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

総会のようす

多くの出席を頂きました。

各議題を慎重に審議して

いただきました。
支出の部

費 目 本年度予算 前年度予算 増 減 備 考

会 議 費 20,000 30,000 △ 10,000 総会、役員会、懇談会

研 修 費 69,000 55,000 14,000
交流会、研修会
スクリーン購入費含む

広 報 費 15,000 15,000 0 たより２回

負 担 金 5,000 7,000 △ 2,000 市地区同教

需 用 費 15,000 15,000 0 消耗品

旅 費 5,000 5,000 0

通 信 費 1,600 1,600 0 切手

推 進 員 費 24,000 24,000 0 手当6000円×4名

予 備 費 400 2,450 △ 2,050

合 計 155,000 155,050 △ 50

収入の部

費 目 本年度予算 前年度予算 増 減 備 考

助 成 金 155,000 155,000 0 鳥取市より

繰 越 金 0 41 △41

雑 収 入 0 9 △9

合 計 155,000 155,050 △50

宝木校区人権啓発推進協議会

平成２１年度予算書
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職 名 地 区 名 前 区 分

会 長 上 光 岡田 寿晃 健康づくり推進員

富 吉 吉 田 亨 宝木地区公民館長

酒 津 橋本 敬一 酒津地区公民館長

夏ケ谷 秋山 智博 解放同盟気高支部長

宝 木 藤本 高一 地区推進員

宝 木 野村 雅江 人権擁護委員

酒 津 瀧本 昭良 民生児童委員

水 尻 山本寿美子 地区推進員

酒 津 西尾 雅彦 部落区長・地域審議会委員

上 光 岡田 正 部落区長・福祉委員

下光元 池原 準 学識経験者

夏ケ谷

常 松 奥田志磨子 学識経験者

富 吉 岡本 憲昭 部落選出人権学習推進員

宝 木 米田 克彦 宝木地区公民館運営委員長

水 尻 谷口 勲 部落区長・福祉委員

奥沢見 竹本 均 部落区長・福祉委員

富 吉 村 上 勲 学識経験者

下光元 山本 京子 気高人権福祉センター

酒 津 河根 裕二 市議会議員

宝 木 本部 享司
社会教育委員
市公民館運営審議会委員

宝 木 山本 忠孝 宝木地区公民館主事

酒 津 平田 芳子 酒津地区公民館主任

宝木校区人権啓発推進協議会 役員名簿

幹 事

平成２１年度～２２年度

事務局

副会長

監 事

顧 問

人権啓発
推進員

新
役
員
が
承
認
さ
れ
、
総
会
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た

規約改正で大きく変わった部分の抜粋です。

編
集
後
記

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い
役
員
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
協
議
会
の
名
称
も｢

人
権
啓
発

推
進
協
議
会｣

と
変
り
、
新
し
い
気
持
ち
で
役

員
一
同
ま
い
進
す
る
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
校
区
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が

必
要
で
す
。

今
年
一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

た
よ
り
担
当
者

事 業 名 内 容 担当部長 担当者名

小地域懇談会 ①内容･運営の企画 橋本 敬一 藤本 高一

（９月～１１月） ②役員等の当日任務割り振り 野村 雅江

③その他 瀧本 昭良

山本寿美子

岡田 寿晃

谷口 勲

竹本 均

西尾 雅彦

視 察 研 修 人権尊重実現集会に参加 岡田 寿晃

（８月６～７日） （県･市同時開催）鳥取市

交 流 会 ①内容・運営の企画 秋山 智博 藤本 高一

（１１月） ②役員等の当日任務割り振り 奥田志磨子

③その他

町人権まちづくり大会 １０名程度参加予定 岡田 寿晃

（１１月１日）

けたか人権文化祭への協力数名程度参加予定 岡田 寿晃

人推協だより ①内容・運営の企画 吉田 亨 池原 準

（第１回 ７月発行） ②発行 年２回

平成２１年度 役員役割分担表

第１条 改 正 前 改 正 後

名 称 この会は、宝木校区同和教育推進協議会 この会は、宝木校区人権啓発推進協議会

と称する。 と称する.

第３条 本会は、宝木校区における同和教育を推進本会は、宝木校区における同和問題をはじめ

目 的 することを目的とする。 とする人権教育を推進することを目的とする。

第５条 本会は、校区住民を会員として組織し､ 本会は､校区住民及び本会の趣旨に賛同する

組織 構成員 者を会員として組織し､

第６条 会長 １名 会長 １名

役 員 副会長 ３名 副会長 ３名

監事 ２名 人権啓発推進員 ４名

幹事 若干名 監事 ２名

幹事 若干名

第７条 会長､副会長､監事は総会で選出し、 会長､副会長､人権啓発推進員、監事は総会で

役員の選出 選出し､

第８条 任期途中において､会長､副会長､若しくは 任期途中において､会長､副会長､人権啓発

任 期 監事に欠員が生じたときには､ 推進員もしくは、監事に欠員が生じたときには､

第１０条 ３ 人権啓発推進員は会長の命を受けて、事業

職 務 の推進及び会の企画運営にあたる。

役 員 紹 介 事業計画と担当役員


